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「知の交流」

　私たちの細胞はあぶら（脂質）を含んでいます。例えば脳は水を

除くと 60％が脂質です。脂質は酸化され易く，酸化されると炎症を

起こし，線維化，細胞死，がん，老化につながります。しかし，従来

の抗酸化食品が体内で脂質の酸化を防止できるかは疑問視されて

きました。従来の抗酸化物質は，それ自身が直接に酸化ストレスを

吸収するタイプです。最近，細胞がもともと持っている抗酸化力を

アップして強力に酸化ストレスを消去する新しいタイプの抗酸化物質

が見つかりました。本セミナーでは，両方のタイプの抗酸化物質が

細胞の酸化をどれくらい抑えるかを比較し，新しい抗酸化物質が

動物の脂肪肝炎の発生をどの程度まで抑えるかをお示しします。
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お問合せ

TEL：011-706-2658
http://www.museum.hokudai.ac.jp/

入場無料・申込不要
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モデルマウスに対する抗酸化食品の効果NASH

高脂肪食
＋酸化ストレス

高脂肪食
＋酸化ストレス
＋抗酸化食品

対照

肝臓（脂肪染色）


